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このマニュアルは、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況下において避難所を開
設・運営時に感染症拡大を防止することを目的に作成したものです。 
ただし、あくまで基礎的な内容となっていますので、実際の運用においては各避難所ごとに応

用し対応していただくことになります。 
また、今後の感染状況の変化等に応じて内容の更新や修正が発生する可能性があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症は、「うつさない、

うつされない」が重要です。 

  

 スペースが限られている避

難所に大勢が集まると 「三

新型コロナ禍で災害が起きた場合は…≪風水害編≫ 

 

災害発生!! 

 

 

自宅避難が難しいとき 

感染していない方 コロナ陽性者 

避難前に体温チェック！ 

マスク・体温計・ 
消毒液も忘れずに！ 

原則「自宅で避難」!! 
避難勧告・避難指示が出れば避難 ! 

 

 

区指定避難所 親戚や友人宅などへ

避難 

濃厚接触者 

指定医療機関 
宿泊療養施設 

はじめに ～ひとめでわかる対応図～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜第 1章 平時からの事前準備＞ 
 

 

 

 

 

 

１ 十分な避難スペースの検討・確保   

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

避難所が過密状態になることを防ぐため、これまでの地区防災計画に定めら

れていた避難所内配置についても、可能な限り感染症対策の要素を取り入れた

ものとしてください。具体的には下図資料１を参考に「各避難所ごと」にレイ

アウトを検討し確保に努めてください。 
 
資料１ 発熱、咳などのある者や濃厚接触者専用室のレイアウトイメージ 参照  

 

２ 症状がある人を受け入れる専用室（療養室）などの検討・確保  

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

発熱、咳が続くなどの症状がある人を受け入れるスペース（症状がないい人

と接触しない個室など）を確保しておきます。さらには、症状がある人とない

い人と可能な限り、動線やトイレなども分けるよう配慮をお願いします。 
 
 資料１ 発熱、咳などのある者や療養室のレイアウトイメージ 参照  

 

３ 感染症対策を踏まえたレイアウトの検証 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

大雨や暴風など避難情報発令中の短期間滞在だけではなく、地震など大規模

災害で自宅へ戻れず避難生活を余儀なくされる人の受け入れも想定し、居住区

分を意識して避難所内の配置も検討しておいてください。 

 高齢者や障がい者など要配慮者には、備蓄物資の中にある、間仕切りや段ボー

ルベッドなども使用し、状況に応じて対応してください。 

 

資料１ 発熱、咳などのある者や濃厚接触者専用室のレイアウトイメージ 参照 

 

新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況下において災害が発生し、避難

所を開設する場合には、感染症防止対策に万全を期することが重要です。 

発生時には区役所避難所担当職員、地域自主防災組織、施設管理者の協力のもと「い

まできる」対策を徹底して行うこととし、避難所における感染症の予防徹底に努める

ようお願いします。 



資料１ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 施設内にある備蓄物資の把握 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

消毒液や体温計、避難者用マスクなどについては下記の表の通りとなってお

りますが、避難者の増加や長期化した場合に備えて各人が保有している物品を

できるだけ持参するように普段から意識づけをしていきましょう。 

＜感染症対策に使える備蓄物資＞  ※令和 2年７月現在 

 

アルコール消毒液 １缶（１７㍑入り）×４缶 

スプレーボトル 20個 

マスク 500枚 

ラップ 2本（30センチ×50メートル巻き） 

使い捨て手袋 130枚 

防護用雨具 ３０着 

フェイスシールド １０個 

トラテ―プ 1本 



５ 災害発生時の物品など持参の呼びかけ 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

避難するときは各人がマスクや消毒液、ウエットティッシュ、体温計などの物

品を可能な限り持参しましょう。地域でも、会合や防災訓練の場で住民への呼び

かけを積極的におこなってください。 

また、避難所での密集を減らすため上記の持ち物持参の呼びかけと併せて安

全な知人や親戚宅など「避難所に行かない」複数の避難先確保の検討についても

周知をお願いします。 

 

６ 避難所内に貼る掲示物の準備 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

避難者に対して避難所でのルールや注意喚起を行うための掲示物については、

あらかじめ区役所が印刷したものを活用していただくとともに、地域事情に応

じて新たに作成する必要があれば臨機応変な対応もお願いします。 

 

 

＜避難所開設物品一式（衣装ケース内）＞  ※令和 2年 7月現在 

 

物品名 サイズなど 数量 

養生テープ ３色（白・緑・青） 各３個 

布テープ  ２個 

ランタン ２種類 各１個 

マジック ３色（黒・赤・青） 各２本 

学校配置図 Ａ２、Ａ３サイズ 各２枚 

掲示物一式   

特設公衆電話  ３台 

地域本部員参集記入表 Ａ３サイズ ２枚 

地域地図   

処置表   

避難者名簿   

避難者数一覧表   

情報連絡票   



＜第 2章 初動期における感染症対策＞ 

 

 

 

１ 避難所内での掲示物の貼り出し 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

あらかじめ用紙している避難所内掲示物（資料２・３は並べて掲示） 
 
資料２ 入場時に全員に読んでいただきたい注意書き 
資料３ 申し出ていただく症状（避難者の皆様へ重要なお知らせ） 
 

を、開設の可能な限り早い段階で避難所の入場口や避難スペースなどに貼 

り出してください。しかし、掲示物を読む人が密集しないように出来るだけ間隔

を空けて「複数枚」掲示してください。 

 

２ 石鹸・消毒液などの設置状況の確認 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

避難所開設の出来るだけ早い段階で、備蓄倉庫内にある「石鹸・消毒液」を取

り出し、避難者が使用する手洗い場やトイレに設置してください。いざという時

に備え普段から備蓄倉庫の場所や鍵の確認をしておいてください。 

 

３ 避難者の受け入れ 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

（１）運営者は全員マスクを着用 

避難所運営に携わる人は「必ず」全員マスクを着用してください。また避難者

とは可能な限り 2 メートル程度の距離を保ちながらたいおうしてください。し

かし夏場など高温多湿になりやすい時期などは熱中症の危険性もありますので、

ご自身の体調に注意しながら適宜着脱してください。 

 

 

初動時に対応については、地域自主防災組織・区役所担当職員・施設管理者が連携して対応

してください。一度に多くの住民が避難所に集中した場合、混乱の発生が予想されます。それ

を可能な限り回避するために、日ごろから災害発生時における初期対応の役割分担について

関係者でよく話し合っておいてください。 



（２）避難所入場時における避難者への呼びかけ 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

避難者が避難所に入場する際は、以下の「3点」について可能な限り全ての避

難者に口頭で呼びかけてください。避難所内または地域で所有しているハンド

マイクまたは拡声器があれば積極的に活用してください。 

 

 

 

 

 

 

    マスクを着用しないで避難してきた避難者の中に咳などの症状が見受けられ

る場合や、要配慮者（高齢者・妊産婦・障がい者など）には残枚数に余裕があれ

ば配布し着用してもらってください。マスクの配布が難しい場合はハンカチや

タオルを代用して使うよう呼びかけてください。 

 

（３）発熱・咳が続くなどの症状がある人の誘導 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

    避難者から申し出があった場合は、あらかじめ決めておいた症状がある人向

けの場所へ誘導してください。誘導するときは対象者と可能な限り 2 メートル

程度の距離を保ちながら誘導してください。 

 

（４）定期的な注意喚起 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

 すでに避難スペースに滞在している避難者に対しても（２）に記載の「3 点」

については定期的に呼びかけてください。また配置上の問題や制限はあります

が、避難者同士での距離は常に 2 メートル程度の距離を保つことや、寝るとき

などは体の向きを「互い違い」にするような工夫も呼びかけてください。 

 

（５）こまめな換気 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

開放できる窓や扉は開けて、避難所内にある扇風機も活用して積極的に換気

をおこなってください。理想は「2方向」の窓や扉を開けて空気が通るよう開け

方にも工夫し、扇風機は屋外へ風が抜けるよう配置してください。 

 悪天候や虫対策で窓が開けにくい状況であっても避難者へ説明し定期的に（1

時間に 10分程度）は開け閉めして換気をおこなってください。 

① 症状がある人は区役所の避難所担当職員に申し出てください 

② 避難所内では、お互い離れて密集を避けてください 

③ 避難所内に貼り出している注意書きをよく読んでください 



（６）早期からの普通教室の活用 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

避難状況に応じて、体育館中心の運営では厳しい場合は施設管理者と協議の

うえ普通教室を活用することで、避難者同士の密集を可能な限り防ぐことにつ

ながります。 

 

（７）避難所が混雑してきた場合の区本部への報告と対応 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

 避難者が増え続け、普通教室などを開放しても避難者同士の距離を保つこと

が難しくなる恐れが出てきた場合は、速やかに区本部へ連絡してください。 

 方法としては、近隣の避難所へ誘導することになりますが、地域に詳しくない

避難者に備えて地域地図を手渡すなどの対応してください。 
第１章 避難所内に貼り出す掲示物の準備（避難所開設物品一式参照） Ｐ４ 

 

（８）要配慮者の有無の確認と区本部への報告 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

 避難者として受付をする際に、出来るだけ本人への聞き取りをおこない、必ず

避難者名簿に記入してください。主な聞き取り内容として 

 

① 基礎疾患はあるか？（透析受診者、糖尿病、心臓・呼吸器疾患、免疫抑

制剤や抗がん剤などを用いているか？など） 

② 介助的な配慮が必要か？（自力歩行が困難、体調がすぐれない、体力に

自信がない、など） 

③ 障がい者？（肢体、視覚、聴覚） 

④ 妊産婦？出産して間もない？ 

⑤  

この他にも、様々な事情がある避難者も想定されます。避難所での生活は健常者

であっても身体的にも精神的にも負担が大きくなります。配慮が必要な避難者

には出来る限りのケアをしてください。避難所での対応が困難な場合には、速や

かに区本部へ連絡し相談してください。 

 

（９）早い段階での避難者名簿を作成 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

 長時間の避難になることが予想される場合は「追跡調査」に備えて避難者 1人

1人必ず名簿に記載してください。また、避難者カードを配布し記入もしてもら

ってください。 



まとめ ～避難者受け入れの流れのイメージ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜第３章 避難生活における感染症対策＞ 

 

 

 

１ 施設内の衛生管理 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

 避難者に対して注意喚起の掲示物を貼りだし、定期的に口頭での呼びかけも

併せておこない避難所内の衛生管理を徹底しましょう。 

 避難所の生活スペース内には外履きを脱いで入場するようにしましょう。（ト

イレなどでウイルスが付着した履き物を介して感染が拡大する恐れがあるため） 

 

 

 

 

避難生活については、地域自主防災組織と避難者が主体となりお互いに助け合い協力しあ

いながら、避難所で決めた生活ルールのもと共同での生活を送ることになります。 

平時から生活の場における感染症対策を含めて、避難所での生活ルールや役割分担を地域

内で決めておいてください。 

 

 



（１）避難者へマスク着用・咳エチケット徹底の呼びかけ 

 

  避難者に対して、こまめな手洗いやアルコール消毒を徹底するよう呼びか

けてください。マスクは一度付けたら首から上を（特に目・鼻・口）を触らない

ように気をつけてください。またマスクを一時的に外した時には共用テーブル

の上には置かず、清潔な袋などに入れておくなどしましょう。 

 

（２）手指衛生の徹底を呼びかけ 

 

  避難者に対して、こまめな手洗いやアルコール消毒を徹底するのと併せて、

手洗い後に手を拭くとき、自分以外の人とタオルやハンカチなどを共有しない

ようにしましょう。手を拭くものがない場合は、自然乾燥させましょう。 

＜手洗い・アルコール消毒のタイミング例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① マスク着脱の前後 

② 傷口に触れる前後 

③ 嘔吐物・便など体から出てきたものを片付けた後 

④ 鼻汁に直接触れた、または汚れのついたティッシュに触れた後 

⑤ 食事準備の前 

⑥ 飲食の前 

⑦ 顔や口に触れる前後 

⑧ トイレの前後 

⑨ 清掃の前後 

⑩ 汚れた衣類や寝具に触れた後 

⑪ ドアノブ、机、スイッチ、テーブル、イス、パソコン、タブレ

ットなどの共用部分に触れる前後 

⑫ おむつを替える前後、こどものおしりを拭く前後 

⑬ 病人の世話の前後、けが人の手当の前後 

⑭ ごみを取り扱った後 

⑮ 使い捨て手袋を脱いだ後 



＜断水時にアルコール消毒液などが避難所内にない場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 食器、洗面用具などの共用回避の呼びかけ 

 

 同じ皿でおかずを食べる、コップの回し飲み、お箸などの使いまわし、髭剃り、

歯ブラシ、タオルなどの使いまわし、個人の携帯電話などの貸し借りは避けまし

ょう。 

 

(4) 避難所内における清掃、消毒の徹底 

 

 除菌スプレーや塩素系漂白剤（下記参照）の希釈液に浸したペーパータオルな

どを使って拭き清掃をおこないましょう。拭き清掃は汚れの少ないところから

多いところへ一方向に拭くことで、ウイルスを拡げない工夫が効果的です。 

＜念入りに清掃すべき場所＞ 

 

 

 

 

 

＜清掃の頻度のめやす＞ 

 

居住スペース １日１回 

トイレ できるだけ頻繁に 

炊事場、おむつ交換場所 基本は使用後すぐに 

人々がよく触る場所 定期的に（不特定多数の人が触る場所は１時間に１回程度） 

ごみ 毎日回収。必要に応じてごみ箱を消毒 

① 手についたウイルスを少しでも減らすためにペットボトルの水で洗い流す 

② ウエットティッシュを使って拭く 

③ おにぎりやパンを食べるときは、中身を直接持たずに、包装袋をかぶせたまま

食べる 

④ 手洗い用にバケツなどに汲み置きしてた水を使う場合も直接手を入れるので

はなく、ひしゃくなどを使う 

① 洗面所の蛇口・洗面台 

② トイレのふた、レバー、便座、手すり、スイッチ類、ペーパーホルダーなど 

③ ドアノブ、スイッチ、テーブル、イス、リモコン、エレベーターのボタンなど 



＜塩素系漂白剤とは＞ 

 

 

 

＜除菌スプレーや塩素系漂白剤がない場合＞ 

台所用洗剤で溶液を作り、消毒用に使用することができます。 

① ５００ｍｌの水に台所用洗剤（小さじ１杯５ｇ）を軽く混ぜ合わせ溶液を作る 

② キッチンペーパーなどに①の溶液をしみこませ、一方向に拭き取る 

③ 拭いて５分程度たったらキッチンペーパーなどで必ず水拭きをする 

④ キッチンペーパーなどで乾拭きする 

～注意点～ 

 〇作り置きした溶液は効果がなくなるので、その都度使い切りましょう。 

 〇塗装面、木材、壁などに使うとシミになる恐れがありますので注意しましょう。 

 

＜除菌スプレーや塩素系漂白剤がない場合＞ 

塩素系漂白剤を取り扱う際は、塩素ガスの発生に注意し、必ず換気しながら使いま

しょう。また、ペットボトルに移した場合はボトルに「消毒液」と一目でわかるヨウニ

マジックなどで書き、こどもの手の届かないところに置くなどして誤飲されないよ

う注意しましょう。 

 

＜トイレの清掃＞ 

 トイレは出来るだけ頻繁に清掃してください。水を流すときは「ふた」を閉めてし

ぶきを浴びないようにしましょう。トイレに下痢などの跡が見られた場合は速やか

に清掃するとともに、可能な範囲で当該者が特定できるよう注意しながら見守り

ましょう。 

 

 

 

 一般にハイターやキッチンブリーチなどの名称で呼ばれ、ウイルスや細菌な

どの消毒効果があります。用途に応じて必ず水で薄めて（希釈）して使います。

誤った使用により有毒ガスが発生する恐れもあり、製品の取り扱い説明をよく

読んで注意して扱う必要があります。 

手指の消毒には「絶対に」使用しないでください。 

 

 

 



＜ごみの取り扱い＞ 

 ごみは毎日回収し、必要に応じてごみ箱を消毒しましょう。ごみ箱は必ず袋をか

ぶせて使用し、袋からごみがあふれないようにしましょう。 

 ティッシュや清掃後のペーパータオルなどウイルスがたくさん付いている可能性

が高いものや生ごみなどは小さいビニール袋に入れ、きちんと口を縛った上でご

み箱に入れましょう。また、頻繁に鼻をかむ人は「自分専用」の小さいごみ袋を持っ

てもらいましょう。 

 

２ 感染が疑われる避難者の早期発見 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

（１）避難者の体調把握 

       

避難者の体調変化を可能な限り毎日聞き取りなどして把握に努めてください。

高齢者や基礎疾患がある人は重症化するリスクが高いため特に注意が必要です。

また避難所敷地内で車中泊やテント泊している避難者がいる場合にも、健康状態

の確認を可能な限りおこなってください。 

 

＜感染症（全般）の兆候や症状＞ 

 

 

 

（２）感染が疑われる避難者への適切な対応 

       

 感染が疑われる避難者を確認した場合、居住区分や動線、トイレなどの区分けを

徹底し慎重に対応してください。 

 

資料１ 

 

 

 

 

 

 

発熱・咳・嘔吐・下痢･発疹・炎症・治らない傷（開放創）など 



３ その他 

担当：地域自主防災組織・施設管理者・区役所 

（１）症状がある人、濃厚接触者への差別防止 

       

新型コロナウイルス感染症への不安や慣れない避難所生活で、避難者は強いス

トレスを受けている可能性があります。不安や恐れから特定の人や地域、職業へ

の偏見、嫌悪、差別などが発生しないよう避難者同士の様子に注意しましょう。 

明らかな事案が確認された場合は速やかに区本部へ連絡してください。 

 

（２）相談先 

 

      感染の症状がある人には、帰国者・接触者相談センターに相談する

ように伝えてください。 

 

＜相談の目安となる症状＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜帰国者・接触者相談センター＞ 

 

 

 
 
 
本マニュアルについてのご質問やご相談などは 
大阪市生野区役所 地域まちづくり課防災担当 
電話：０６－６７１５－９０２２ までお問合せください。 

＜一般の人＞ 

〇強いだるさ 〇息苦しさ 〇高熱など の強い症状（１つでも） 

＜ご高齢の人、透析を受けている人、糖尿病や心不全または呼吸器疾患がある人、

免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている人、妊婦＞ 

〇発熱や咳など風邪のような比較的軽い症状（１つでも） 

大阪市新型コロナウイルス受信相談センター 

電話：０６－６６４７－０６４１ 

 



 



資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

●発熱、咳等の症状がある人 

●感染の可能性がある人 など 

 

 

●お互いに一定程度の距離を保ちましょう。 

 

 

●こまめに石鹸で手を洗い、洗っていない手で

目・鼻・口などを触らないようにして下さい。 

 

 

●マスクのない方は、咳やくしゃみをする時は、 

ハンカチなどで口を押さえ、咳やくしゃみをし 

た時は、速やかに手を洗いましょう。 

 

 

●協力し合って定期的な換気をお願いします。 

 新型コロナウイルス感染症対策のご協力のお願い 

① 下記に該当する人はすぐに申し出てください。 

 

②密集しないようにしましょう。 

 

③こまめに手を洗いましょう。 

 

 

④咳エチケットを心掛けましょう。マスクをお持ちの方は、マスク着用を 

 

 

⑤換気をしましょう。 

 

 

 

避難者の皆様

へ 
 



 



資料3 

避難者の皆様へ重要なお知らせ 

 

次の項目に該当する方はお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発熱、咳等の症状がある人 

・発熱がある人、数日以内にあった人 

・咳が続いている人 

・強いだるさ、息苦しさ等の症状がある人 

・においや味を感じにくい人  

・その他、感染したかもしれないと心配になる症状

がある人 

感染者又は感染の可能性がある人 

・感染が確認されて自宅隔離中の人 

・感染が確認されている人の濃厚接触者で健康観察

中の人 

・過去１４日以内に新型コロナウイルス感染患者と

の接触があった人 

・過去１４日以内に新型コロナウイルス感染症の流

行地域に行ったことがある人 
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